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振動制御の領域
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震度表現は震度階の目安となる加速度をプロットしたものです。震度表現は震度階の目安となる加速度をプロットしたものです。
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世界に最先端の振動制御技術を届け
持続可能な産業社会の実現へ

  近年のIT革命は世界的な規模で産業構造を大きく変えよう

としていますが、 その ITインフラを支えるテクノロジーには、

至る所で超微細加工・精密技術が用いられており、そこでは

ナノレベルの振動環境を実現することが必須となっています。

その実現には、最先端の微振動制御技術が必要不可欠で

あり、弊社の振動制御技術は国内のみならず、グローバルに

展開されつつあります。

　　グローバル企業としての役割の一つに、世界規模の社会

問題にも取り組む必要があります。その解決には、多様なステ

ークホルダーと柔軟に連携し、振動制御技術のイノベーション

を「共創」していく企業姿勢が重要であると考えています。

変化が激しく先行き不透明な時代において、当社の最先端

技術が社会問題の解決に貢献することで、　持続可能でより

良い産業社会の実現につながると信じています。

私たちの事業の目的

  企業理念である「存在するモノはすべて振動する」を原点に

トータルソリューションテクノロジーを駆使し、重層する振動問

題を解決し、産業社会の発展に貢献することにあると思って

おります。そのためには、現場・現物主義を貫き、お客様の

事業目的の実現のために何が必要であるか、探求し続けて

参ります。

  当社の振動制御技術が世界で評価され続ける事を「特許機

器１００年への命題」とし、真摯に事業を進めていく所存です。

アグレッシブルなベンチャー精神を「志」に

　 特許機器という社名には、「発明・発見・創造」の気概を持ち

続けたいという願望が込められております。振動制御の専業

メーカーとして、若々しいアグレッシブな「創造的挑戦心」を持

ち続けていくという独自性ある企業精神を大切にして参ります。
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